
　　　　

2025 年 12 月 27 日
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ら
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あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 ・お誕生日会　・季節のイベント（クリスマス会、節分、バレンタインデー、子どもの日、七夕、お月見、ハロウィン、初詣など）　・入学、卒業お祝いの会　・平和活動

家族支援
・本人のご様子を細やかに連携し、課題に沿った具体的な支援方法を伝え、ご家庭でも
実践していただき、日常生活において様々なスキルアップに繋がる場面を増やします。
【支援の一例】・障害特性に対するアドバイス、不登校児の家族支援など

移行支援
学校への送迎時などを利用し、利用者の日常的な連携を行います。コンディショ
ンや活動の内容、具体的な関わり方について共有し、必要に応じて日々の子ども
との関わりについて具体的に示します。

地域支援・地域連携
関係機関で役割分担を行うと共に、各機関の情報共有と支援の具体策を提案します。連
携会議に参加し、情報共有や役割分担について協議し、子どもとの具体的な関わり方等
を助言します。

職員の質の向上
・障害者虐待防止・権利擁護指導者養成研修・発達障害支援者研修
・強度行動障害支援者養成研修・各学習会の参加・救命救急講習・避難防災訓練
・感染症対策研修・業務継続計画訓練・避難防災訓練・送迎用バス安全管理研修

支　援　内　容

本
人
支
援

・安心して落ち着ける、自分の気持ちの出しやすい居場所づくりをしています。
・日々の健康管理をはじめ、感染症予防などに役立つ衛生的習慣や、睡眠・食事・排泄・衣類の脱着等の基本的な生活習慣が身につけられる支援を行います。
・生活の中でいろいろな遊びや季節の行事を通して健康な心と身体づくりを目指します。・連絡帳での心身の状態の連携　・利用毎の健康観察　・意思表示が困難な子どもへの体調観察、手洗い、うがい、
身の回りの清潔保持などを取り組みます。・防災学習・避難訓練・防犯学習を定期的に取り入れています。
【活動の一例】・季節の行事（初詣、節句、ファミリーデー、ハロウィン、クリスマス等）、クッキング、リラックス活動、健康観察・体調把握、防災・防犯・プライベートゾーンの学習など

・姿勢の保持や改善、動作の習得、目と手の協調、視覚・聴覚・触覚などの感覚を十分に活用した遊びを組み立て、プレイルーム活動、感覚統合を行っています。
・走る・跳ぶ・屈伸などの粗大運動や、指先を使った微細運動をはじめ、子どもたちが楽しみながらしっかりと遊ぶことでエネルギーの発散や心の安定を促します。
・感覚過敏に配慮した環境作りを行います。
【活動の一例】プレイルーム活動（ボルダリング・ブランコ・マット運動等）、大縄跳び、タイヤ遊具、鬼ごっこ、児童公園、運動公園、野球遊び、散歩、はさみを使った工作、折り紙、ブロック、ラ
キュー、レジン工作など

・視覚・聴覚・感覚等を十分に活用し、認知機能の発達を促す活動を提供します。数量、形の大きさ、重さ、時間等の概念の形成を図り、個別の発達状況に合わせた遊びを組み立てます。
・物の機能を知りながら安全に利用・行動する事や、色や音、空間を用いて安定や変化などの面白さなども味わいます。
・物事の受け止め、感じ方などの偏りについて、個々の特性に配慮しながら情報を適切に処理できる力を育てます。
・こだわりや偏食に対する支援を行います。
【活動の一例】・クッキングでの計量や道具の使い方、食事の盛り付け、地図を見ながら街探検、炭火起し、木工、石鹸作り、音楽遊び、すごろく、積み木、得点ゲーム（ドッヂ・風船バレーetc）、ビン
ゴゲーム、トランプゲーム、ぬりえ、ままごとなど

・子どもの特性に合わせて、話し言葉や文字、記号、絵や写真を使って自分の思いを伝えたり、相手の思いを理解したり、指差しや身振り、サイン・手話など様々なコミュニケーション手段で環境の理解や
意思の伝達が出来るように支援します。
・障害の特性に応じた読み書き能力の向上のための支援や、具体的な体験と言葉を結びつける遊びを提供します。個別の対応を習慣的に行うことで、適切な意思表示が身につきやすい環境をつくり、自発的
な発声に繋げます。
【活動の一例】・伝言ゲーム、絵カード・文字カードを使った遊び、なぞなぞ遊び、日々のあいさつや、飲食店での注文、様々な場面で想定されるコミュニケーションなど

・お友達、支援者、地域の方々など、身近で関わっていく人と適切な関係が築けるように、また安心して人と関われるように、子どもたちとの関係を大切にしながら、子どもから意思表示をしやすい環境づ
くりを心がけています。
・自己選択・自己決定する場をつくり、自分から行動する経験を積むことで社会性を高め、自信をつけていただきます。
【活動の一例】・地域の方との芋掘りやみかん狩り、地域のお店との交流、地域のお祭り参加、おやつなど目的を持って買い物をする、お誕生日会、公共交通機関の利用、映画鑑賞、外食経験、カラオケ、
カメラ活動など

法人（事業所）理念 未来につながる支援を行います。

支援方針

「実生活に活かせること」をテーマに、「健康・生活」「運動・感覚」「認知・行動」「言語・コミュニケーション」「人間関係・社会性」の５領域に基づき、計画的に組み立てられたレクレーション活動
を通して、身近な社会ルールやマナーを覚えていき、仲間と協力し合う楽しさを感じること、達成感を経験し自信をつけることなど、様々な目的をもって支援を行います。レクレーション活動は、それぞれ
の子どもの発達段階を考慮して実施し、活動の中で積み上げた経験が、身のまわりの自立につながることだけでなく、子どもたちにとって楽しい経験であり、「また行きたいな」と思える場所となるよう心
掛け、安心できる支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 放課後等デイサービスぱらそる 支援プログラム 作成日



チェック項目 はい
どちらとも
いえない いいえ 改善目標、工夫している点など

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係
で適切であるか

○
基準以上のスペースを確保し、子どもが快適
に、安全に過ごせるように配慮しています。

② 職員の配置数は適切であるか ○ 配置基準を満たしています。

③
事業所の設備等について、バリアフリー化
の配慮が適切になされているか

○
事業所内は全て段差がない構造になっていま
す。

④
業務改善を進めるための PDCA サイクル
（目標設定と振り返り）に、広く職員が参
画しているか

○ 今後もしっかり取り組む予定です。

⑤
保護者等向け評価表を活用する等によりア
ンケート調査を実施して保護者等の意向等
を把握し、業務改善につなげているか

○

アンケートで得た保護者等からの意向等を把握
し、業務改善に繋げています。
また、内容により説明が必要な場合はお答えし
ています。

⑥
この自己評価の結果を、事業所の会報や
ホームページ等で公開しているか

○
毎月発行のぱらそる通信で、自己評価表のホー
ムページでの公開をご案内しています。

⑦
第三者による外部評価を行い、評価結果を
業務改善につなげているか

○
苦情解決についての第三者委員を設置していま
す。

⑧
職員の資質の向上を行うために、研修の機
会を確保しているか

○
自社研修、児童部会、他機関の研修への参加を
しています。

⑨

アセスメントを適切に行い、子どもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上
で、放課後等デイサービス計画を作成して
いるか

○

アセスメントの時間を十分に取るように配慮し
ています。
感染症拡大時には書面でニーズや課題を連携
し、個別支援計画を作成しています。

⑩
子どもの適応行動の状況を図るために、標
準化されたアセスメントツールを使用して
いるか

○
アセスメントシートを標準化して使用していま
す。

⑪
活動プログラムの立案をチームで行ってい
るか

○
児童発達支援管理責任者が活動内容を決め、そ
れを職員で検討・共有しています。

⑫
活動プログラムが固定化しないよう工夫し
ているか

○
季節やイベントの活動を取り入れるようにして
います。子どもと気持ちの交流をしながら決定
しています。

⑬
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をき
め細やかに設定して支援しているか

○
毎日、支援開始前のミーティングで活動と個別
の課題について職員間で話し合い設定をしてい
ます。

⑭
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活
動を適宜組み合わせて放課後等デイサービ
ス計画を作成しているか

○
個別課題と集団活動時の課題の両方の視点から
個別支援計画を作成し、それを職員間で共有し
ています。

⑮
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、
その日行われる支援の内容や役割分担につ
いて確認しているか

○
活動前にミーティングを行い、活動内容、個別
対応の必要性がある児童への担当を決め、活動
中の留意点について確認しています。

⑯
支援終了後には、職員間で必ず打合せを
し、その日行われた支援の振り返りを行
い､気付いた点等を共有しているか

○

活動終了後ミーティングを行い、支援の振り返
りと新たな支援方法の検討を行っています。そ
の日いなかったスタッフにも伝達がしっかり出
来るようにしています。

⑰
日々の支援に関して正しく記録をとること
を徹底し、支援の検証・改善につなげてい
るか

○
正しく記録をとれているか、児童発達支援管理
責任者が確認・改善をするようにしています。

⑱
定期的にモニタリングを行い、放課後等デ
イサービス計画の見直しの必要性を判断し
ているか

○
半年に一回は必ず計画の見直しを行うように
し、必要に応じて細かい計画の変更も行うよう
にしています。

⑲
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み
合わせて支援を行っているか

○
ガイドラインの総則を職員全員に読むように統
一しています。活動時には参考にしながら支援
を行っています。

事業者向け　放課後等デイサービス自己評価表  2026年４月１日
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⑳
障害児相談支援事業所のサービス担当者会
議にその子どもの状況に精通した最もふさ
わしい者が参画しているか

○
児童発達支援管理責任者と必要に応じて療育現
場で最も関係が出来ているスタッフが同行し、
会議に参加しています。

㉑

学校との情報共有（年間計画・行事予定等
の交換、子どもの下校時刻の確認等）、連
絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の
連絡）を適切に行っているか

○
送迎時や電話連絡、保育所等訪問支援を活用す
るなどして学校との情報共有を行っています。

㉒
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場
合は、子どもの主治医等と連絡体制を整え
ているか

○ 現在、受け入れ予定はありません。

㉓
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認
定こども園、児童発達支援事業所等との間
で情報共有と相互理解に努めているか

○
児童発達支援管理責任者が電話や必要に応じて
直接話をしながら、就学前の利用機関との情報
共有を行っています。

㉔

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業
所から障害福祉サービス事業所等へ移行す
る場合、それまでの支援内容等の情報を提
供する等しているか

○

担当者会議の中で、それまでの支援内容等を提
供しています。また法人内や交流がある事業所
とは担当者会議以外でも直接話をして情報を伝
えるようにしています。

㉕
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携し、助言や研修
を受けているか

○
個別の連携や、児童部会への参加をしていま
す。

㉖
放課後児童クラブや児童館との交流や障害
のない子どもと活動する機会があるか

○
児童館での活動や地域の児童公園の利用で障害
の
ない子どもとの交流が出来ています。

㉗
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加
しているか

○
尾道市の自立支援協議会児童部会の委員として
活動をしています。

㉘
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解を持っているか

○

送迎時や電話連絡により日頃の子どもの様子を
伝えるようにしています。また、保護者の方の
ニーズを踏まえて、支援計画を作成していま
す。

㉙
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対してペアレント･トレーニング等
の支援を行っているか

○ 個別にて行っています。

㉚
運営規程、支援の内容、利用者負担等につ
いて丁寧な説明を行っているか

○
利用を始める前に重要事項説明書や契約書の説
明を通して運営規定、支援の内容、利用者負担
等について伝えています。

㉛
保護者からの子育ての悩み等に対する相談
に適切に応じ、必要な助言と支援を行って
いるか

○

随時、子育てや障がいについての相談に応じて
います。コロナやインフルエンザ等の流行時で
も連絡帳や電話、メールなどで相談に応じてい
ます。必要に応じて意見書の作成を行っていま
す。

㉜

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護
者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ
適切に対応しているか

○
入り口に苦情解決についてまとめた文書を貼っ
ています。苦情解決責任者、担当者を記載し、
第三者委員についても記しています。

㉝
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者
に対して発信しているか

○ 毎月、ぱらそる通信を発行しています。

㉞ 個人情報に十分注意しているか ○
個人情報保護ガイドラインに沿って進めていま
す。
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㉟
障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮をしているか

○
必要に応じて目でもわかるように紙に書いた
り,タブレットを使い、情報伝達をしていま
す。

㊱
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルを策定し、職員や保
護者に周知しているか

○
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアルを策定しています。

㊲
業務継続計画（BCP）を策定するとともに
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出その他必要な訓練を行っているか

○

業務継続計画（BCP）を策定し、職員間で共有
認識するとともに保護者にも配布しています。
避難訓練を定期的に行うようにしています。非
常時用の利用者カードを支援室に置き、緊急時
に役立てるよう日頃から全職員で認識、訓練を
行っています。

㊳
虐待を防止するため、職員の研修機会を確
保する等、適切な対応をしているか

○
法人内の虐待防止委員会へ職員が所属し虐待の
防止を徹底しています。また職員全員が虐待に
ついて研修を受けています。

㊴

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行
うかについて、組織的に決定し、子どもや
保護者に事前に十分に説明し了解を得た上
で、放課後等デイサービス計画に記載して
いるか

○

「身体拘束を行わない」という方針のもと職員
の人員配置や専門性の向上を整えています。や
むを得ない場合の対応として保護者に身体拘束
に関する説明を行い、同意書をいただいていま
す。個別支援計画にも掲載しています。

㊵
食物アレルギーのある子どもについて、医
師の指示書に基づく対応がされているか

○
医師の指示書を全員で共有し、対応をしていま
す。

㊶
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で
共有しているか

○
ヒヤリハットについて全職員で共有きるように
しています。
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チェック項目 はい
どちらとも
いえない いいえ ご意見

1
こどもの活動等のスペースが十分に確保さ
れていると思いますか。

88% 12%

・子どもがやりたいことが出来ているので良い
と思っています。
・元気すぎるので広いに越したことはないと思
います。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 76% 24%

・やや男性職員の数に安定感が欲しいかも…
・しっかり声掛けをしてもらえる人数を配置し
ていると思います。
・適切な人数はわからないが、きちんと目を向
けてくれています。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化
された環境（こども本人がこの部屋で何を
するのかがわかりやすいよう、机や本棚の
配置などを工夫すること）になっていると
思いますか。また、事業所の設備等は、障
害特性に応じて、バリアフリー化や情報伝
達等への配慮が適切になされていると思い
ますか。

97% 3%
・お菓子の部屋がとても気に入っているようで
す。

4
こどものことを十分に理解し、こどもの特
性等に応じた専門性のある支援が受けられ
ていると思いますか。 

100%

・とても理解した上で適切なアドバイスや支援
をしてくださり、日々感謝しています。
・研修等で職員さんが学んでくださり、ありが
たいです。

5

事業所が公表している支援プログラム（注
１）は、5領域（「健康・生活」「運動・
感覚」「認知・行動」「言語・コミュニ
ケーション」「人間関係・社会性」）に
沿った総合支援内容と合っていると思いま
すか 。

97% 3%

6

こどものことを十分理解し、こどもと保護
者のニーズや課題が客観的に分析された上
で、放課後等デイサービス計画（個別支援
計画）（注２）が作成されていると思いま
すか。

97% 3%

7

放課後等デイサービス計画（個別支援計
画）（注２）には、「放課後等デイサービ
スの提供すべき支援」の「本人支援」、
「家族支援」、「移行支援 」で示す支援
内容からこどもの支援に必要な項目が適切
に設定され、その上で、具体的な支援内容
が設定されていると思いますか。

97% 3%

8
放課後等デイサービス計画に沿った支援が
行われていると思いますか。

100% ・色々な経験をさせてもらっています。

9
事業所の活動プログラム（行事予定表の活
動内容）（注３）が固定化されないよう工
夫されていると思いますか。

100%
・度々、連れて出てくださり大変うれしく思っ
ています。

10
児童館等での交流や、地域の他のこどもと
活動する機会がありますか。（公園遊びや
公共施設での活動など）

85% 15%
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11

事業所を利用する際に、運営規程、支援プ
ログラム、利用者負担等について丁寧な説
明がありましたか。（契約時の利用に関す
る説明）

97% 3%

12
「放課後等デイサービス計画（個別支援計
画）」を示しながら、支援内容の説明がな
されましたか。

97% 3%
・感染症の流行で個別の面談はありませんでし
たが、わかりやすく作成していただいていま
す。

13

定期的に、面談や子育てに関する助言等の
支援が行われていますか。（連絡帳やＬＩ
ＮＥや電話を利用した助言、保護者モニタ
リング用紙での連携含む）

100%

・とても寄り添った支援をしていただき、親子
ともに大変助けられています。
・LINEで連絡が取れるのが手軽で利用しやすい
です。

14
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮（連絡帳やＬＩＮＥでのやり
取りなど）がなされていると思いますか。

100%

15

定期的に通信やホームページ・SNS等で、
活動概要や行事予定、連絡体制等の情報や
業務に関する自己評価の結果をこどもや保
護者に対して発信されていますか。（ぱら
そる通信・自社ホームページでの公開な
ど）

97% 3%
・ぱらそる通信を楽しみに見させてもらってい
ます！

16
個人情報の取扱いに十分に留意されている
と思いますか。

100% ・細かく配慮下さり、大変助かっています。

17

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時
対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアル等が策定され、保護者に周
知・説明されていますか。また、発生を想
定した訓練が実施されていますか。（注
４）

88% 12%

18

事業所では、非常災害の発生に備え、定期
的に避難、救出その他必要な訓練が行われ
ていますか。（４月・１０月に事業所全体
で避難訓練実施、利用者様と共に避難訓
練・災害を想定した訓練等を実施）

91% 9%
・子どもに聞いたら「避難訓練、ぱらそるでし
たことあるよ」と教えてくれました。

19

事故等（怪我等を含む。）が発生した際
に、事業所から速やかな連絡や事故が発生
した際の状況等について説明がされている
と思いますか。

100%

・転んでしまってケガをしたときも言ってくれ
ています。
・少しのケガでも報告してくれているので安心
です。

20 こどもは通所を楽しみにしていますか。 97% 3%
・毎回、楽しみに通っています。
・ぱらそるが大好きです。

21 事業所の支援に満足していますか。 100%
・とても気を使ってもらって助かっています。
いつもありがとうございます。

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応


